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「巨大地震注意」が発せられました 
本制度発足後では初めて。これから私たちはどうする？ 
去る８月８日に宮崎県日向灘沖の海底を震源とする

最大震度６弱の地震が発生、政府は直ちに南海トラフ

地震にも関わる「巨大地震注意情報」（裏面図説を参照）

を発信しました。これにより、大きな地震発生の危険性

が平時より高まったとして、日本政府は国民に対し大

規模地震への備えの必要性を改めて呼びかける趣旨で

「巨大地震注意」が同日付で発せられました。   

この注意報をもって、私たちに近々に大規模地震が

襲ってくることには必ずしも繋がりませんが、一方で、

翌９日夜にも神奈川県西部を震源とする最大震度５弱

の揺れが首都圏の一部を襲っており、大きな地震が従

来に増して頻度高くなっている時代を迎えていること

は、多くの地震専門家が指摘しています。 

自然災害、特に地震に対しては、「備えあれば、
憂いなし」が基本であることを改めて感じ、是非

以下のような行動を各家庭で検討、実施しましょう。 
 

❶発災時の安否確認方法（離れ離れの際の相互連絡手段）は大丈夫ですか？ 

大規模地震直後は通信回線が制限されたりマヒ状態になり、携帯電話やメ

ール（おそらくＳＮＳも）が長時間繋がり難く（繋がらなく）なります。こ

れ以外の手段で自分が大丈夫であることを家族に知らせる手段（災害伝言ダ

イヤルの使用、公衆電話の使用など）を考え、普段に訓練しておきましょう 

❷在宅避難以外の避難場所は検討されていますか？ 

仮に、自宅に居留まれない（自宅が損壊した、損壊する恐れが高まった）

場合の避難場所を家族で話し合っていますか？ 

❸備蓄品・非常時持出品の準備はできていますか？ 

災害規模が大きいほど、避難先で飲料水や食糧にありつける保証はありま

せん。これらは最低３日分（出来れば２週間程度分）を各世帯で確保しまし

「ココロ合せ♡チカラ合せ」 

防災ネットしょうなん 

向日葵はわが街のシンボル 

あなたとご家族の生命を守る知見を備えましょう 

BOSAI Never Ending Tension~終わりなき緊張感 

本図説は気象庁資料を引用しました。 
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ょう。処方薬、歩行杖、メガネ、補聴器、乳児製品など日常の生活に欠かせ

ない品物で、災害直後はなかなか新しいものが入手できなくなることを想定

し、無くさない・切らさない、壊さないよう心掛けでますか？ 

コチラの図説は日本気象協会の資料から引用しています。 


